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グループ・スーパービジョンの手法

～事例検討会の展開を学ぶ～

第1部



グループ・スーパービジョン演習のプロセス

事例説明

一問一答(見立て）

検討課題の整理

支援計画(手立て）

気づきの発表



グループスーパービジョンのプロセス

事例説明（事例提供者） （分）
「事例の提出理由」
「検討してほしいポイント」を
中心に

一問一答 付箋記入
（提供者以外）

1つの質問につき1枚
「気づき」を念頭に

質問（全員）
記録は青色ペン

質問は質問シートに貼る
関連ある質問は深めていく

課題の整理 付箋記入（提供者以外） 事例ではなく、ケアマネの持つ検討
課題を考える

まとめ（司会者） 発表のあと、司会者は課題の整理を
して確認する

支援計画 付箋記入（全員） 付箋1枚に１つの提案
ケアプランにならないように

ディスカッション ここでは質問はしないし答えない
提案者は提供者に同意を求めない

まとめ（司会） 司会者が支援計画の整理
それを全体で共有

気づきの発表 （提供者）
記録は赤色ペン

スーパービジョンを通して
気づきや意見



スーパーバイザーの視点

事例提供者の「事例の提出理由」「検討してほしい
ポイント」が明確になっているか

質問は「どうしたら気づきがあるか」を念頭に、
根拠を持った質問をしていく

ケアマネジメント上の検討課題を明らかにして、参
加者全体で共有する

ケアマネ自身の気づきをしっかりと確認をする。
言語化することで決意表明にもなる

利用者支援計画(ケアプラン)ではなく、ケアマネ自
身の行動計画の提案

事例説明

一問一答 (見立て)

課題の整理

支援計画 (手だて）

気づきの発表



グループスーパービジョン

～事例検討会の展開を体験する～

第２部



模擬グループスーパービジョン『事例説明』

これから、事例提供者が事例の概

要を説明していきます。

•記録の担当者は、事例提供者が話

したことをホワイトボードやシート

に記載して、可視化していきます。

•模擬では、事例提供者と記録の役

割を見てみましょう。



記録方法（情報の整理）

テキスト P265

★



模擬グループスーパービジョン 『一問一答』

「可視化された情報」を見ながら、

参加者が質問を付箋に記入します。

1問に1枚の記入がルールです。

「何故、その質問をするのか」

「その質問で何を明らかにしたいか」

など、根拠を持って質問を考えてみま
しょう。

👉 3分



何故、一問一答なのか テキスト P393-395

具体的な情報の再編成

👉事例の個性や特性を明確化していく

事例を再統合するために必要な情報を
「質問」によって集めていく

👉事例を「見立てる」ことが可能

★



模擬グループスーパービジョン『課題の整理』

• ここまでの段階で、「ケアマネの検討

課題」を明らかにします。

•事例そのものではなく、ケアマネが持
つケアマネジメント上の検討課題とし
て、考えましょう。

• 『まとめ』では、司会が「ケアマネの検
討課題」をまとめて、全体で共有でき
るように話します。



模擬グループスーパービジョン『支援計画』

手立ての立案。

ケアプランにならないように、ケアマネ
が行う「実行プラン」を考えましょう。

👉3分

ディスカッションは、今回は省略。

『まとめ』では、「実行プラン」を全体共
有できるように、話してみましょう。

👉2分



テキスト P267

★



模擬グループスーパービジョン『気づきの発表』

事例提供者の気づきを、発表。

事例提供者は言語化することで、実

践のイメージをもってもらいます。

記録者は、提供者が持ち帰りが出来

るように、十文字表の空欄部分に赤

字で意見を記入します。

👉2分



「気づき」を得る意味

１．これまでに無かった新たな視点を得ることでの成長

例えば・・・利用者や状況の捉え方や理由の客観視、

業務の癖やパターンの自覚の促進、

他のメンバーとの発想の違い（比較）など

２.不安解消と自信に繋がる

事例検討の結果の共有として、バイザー自身の考察や
「気づき」を言語化

テキストP356



お疲れ様でした！

Thanks💛 HOSAKA & DEHARI
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